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四月の天象
　　　　　　　　　　　　　　太　　　腸

太陽は月始めは白羊宮に在り．21日から金牛宮に侵入する

　日　　　赤経　　　　赤緯　　　星座　　覗直経　　　北極の傾　　赤の位置

　1　　0時40分　　北4度16分過　うを　　32分4秒　　西へ26度　　北へ7度
　11　　　　1　　16　　　　　　　　8　　　3　　　　　　うみg　　　31　　58　　　　　　　　　27　　　　　　　　　6

　21　　1　53　　　　11　37　　　ひつじ　　31　53　　　　　26　　　　　　5

太陽の自三軸は今月最も西へ傾く，赤道の位置は北へ十分行って，南極の

方を吾人に見せてみたが，今後は徐々に硯中心の方へ下って回る．

　　　　　　　　　　　　　　　　月

月　の　相

　下　弦

　新　月

　上　月

　満　月

蓮地黒占通過

近地瓢通過

旧地黒占通過

　　時　　　刻

2日午後4時29分0秒

10午前53236
16　午後11　9　12

24　午前647　24

1午前10　12

ユ3　午前630

29　午前4　0

星　　座

い　　　　て

う　　　た

か　　　　i：
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う　　　し

い　　　て

覗　直　経

　29分42秒

　32　ユ6

　32　12

　30　巡

　9．9　36

　32　42

　29　33

　今月は遠地馳を二回通過する．1日早々午後5時に土星ミ出會ってその南

側を通過する．其後暫らくは遊星のない塵を通ってみるが，9日午前7｝i寺に

天王星の南側を通過するε，直ちに叉水星の南を同日午前11時に通過する

ll日午前3時金星の南を通るε，旧いて12日午前1時に木星に出會ふ・今月も

亦随分木星の近くを通るのであるが，先月同様日本から見えない．其後16

日午前5時火星の北側を通り，19午前5時海王星の北側を通り過ぎるε，29日

午前0時に再び木星ε出謂ふ．そして其の南を通過して今月の遊星歴訪を

終る．

　　　　　　　　　　　　　　黄　道　光

　可成り弱い光ミなったがまだまだ十分観測は出來る．注意せられよ．

　　　　　　　　　　　　　　火　　　星
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　最早や，火星の表面観望の時期ではなくなつkけれさ，今月始めには「ふ

たこ」座エプ星S非常に接近するので，一寸面白い景色である．圖は毎日午

前九時の位置を示してあるので，圖からも見當が付く様に，最も接近する

のは，丁度，今月1日の午後9時である．しかも其の時，火星は殆ん曹天頂

に近い從って，観望にはもってこいの時刻である．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る時

贈　　　　　　　　鱒倉　　　　　　　が
　　　　　　　　　　火星ビ「ふたこ」座エプ星書の接近

　1日午後9印寺には爾星間の距離は角度で11分傘程になる．其の時の火星の

親直径は約7秒，光度は正1等であり，エプ星の光度は3等で，色は梢赤味を

帯びナこ黄色ではあるが，火星の其れには及ばない．

　叉，此の現象ε同じ襟に，海王星が今月12日にレグルス星へ接近する事

が起るが，これは前月號に詳記しナこから略す．

　四月にはあまり目立つた流星群はないが，20日前後に琴座のがある，之

は近年煎り，いちS“るしくはないが，嘗って，大流星雨εなって現はれfa

事も屡々あるので，矢張り毎年，其頃には注意を怠ってはならない．

封日照は今月が最も見やすい．ε云ふのは丁度，出現する位置が「おε

め」座で，星の少ない所に當るので，淡い光でも認められるわけであるか

ら．
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　　　　　　　　　　　恒　　星　　界

　日一日ざ嬰も延びて，上げ雲雀は高く囎すり，菜の花には朗蝶たは

むれる．春霞棚引く野山を暖かに包んだ陽光が，やがて静かに西へ沈

むミ，其慮には地上の景色にもまして，のさかな春の星座のつS“ひが

柔らかな光を天一ぱいに縮けてみる，

　銀河が西の室に傾いて，冬の星座のオリオンや「おほいぬ」が西山に

低く懸って「左様なら」を告げる頃，東の方からは「へび」やヘルクレス

が顔を出して，「今晩は」E挨拶してみる．「ふたこ」「かに」「しし」

「おεめ」等の春の代表者は，頭を並べて黄道に列する．殊に，全天の

主人顔なる1．しし」のア星に，光度9等の海王星が，今月，最も接近す

るのは春らしい：景色の一つである．「おεめ」の南には，愛らしい「か

らす」，叉，其れを脊にのせた「うみへび」が蜘々たる全身を横へてる

る．北でも「りゆう」の長い身艦が北極星を牛ばこり巻き，其の近くに

は「おほくま」の北斗が高く懸って，星に馴れない入々でも，北極を探

すのは容易であらう．北の地李線に近くセフエ，カシオペア，ペルセ

等おちて了つたが，其の代り，「まきを」「きたかんむり」等が東に高

い．
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　　　　　　　　　　　遊　　星　　界

　水　星　暁の星である．月始めは「うを」座にあり，次第に太陽に近付

く、18日午前1時，太陽ε外合それより査の星ミなる．其頃から「ひ

つじ」座に移る．26日午前3時，近日瓢通過．月末になる程，太陽から

離れるので槻望には都合がよくなる．覗直径は月始め5秒，月末には6

秒光度は約負1等．

　金　星　徐kに太陽に近付いて20ロ午後4時，太陽こ内合從って月

露は観望は不可能であるが，月始めは暫らくは宵の塞に見られる．月始

め，星座は「ひつじ」座を逆行中である．光度は員4等．親直径は50秒

で次第に大きくなり，最大は20日で1分の大さ（見懸上木星の二倍）ミ

なる．

　火　星　宵の星である．星座は「ふたこ」座中を順行．1日夜は同星座

ε星に非常に接近してその北側を通過する，覗直径は約7秒．

　木星宵の西天「ひつじ」座にあり．説直径は31秒光度は員2等，

月末になる程，太陽に近寄り観望困難εなる．

　土　星　「いて」座の西端，銀河の中央にあり．光度正1等，覗直径15

秒，

　天王星　「うを」座にあり．太陽に近し，月末には暁の星ミなる

　海王星　「しし」座ア星に近寄る，三月號の天象欄を参照されたし，


